
付録 11 

様式集 





様式一覧表（工事着手前） 

番号 名    称 付録頁 改定日

1 着手届 付 11-1 R3．4．1 

2 工事工程表（計画） 付 11-2 R3．4．1

3 工事工程表（変更） 付 11-3 R3．4．1

4 工事工程表（実施） 付 11-4 R3．4．1

5 請負代金内訳書（※別紙含む） 付 11-5 R3．4．1

6 現場代理人等通知書 付 11-7 R3．7．1

7 経歴書（現場代理人・主任技術者・監理技術者・下請負者の主任技

術者） 

付 11-8 R3．7．1

8 下請負人通知書 付 11-9 R3．4．1

9 石綿使用の有無に関する事前調査結果説明書 付 11-10 R3．8．16 

10 別紙 1 事前調査結果の記録 付 11-11 R3．8．16 

11 別紙 2 特定粉じん排出等作業計画書 付 11-12 R3．8．16 

12 石綿作業主任者選任届 付 11-13 R3．4．1

13 石綿処分作業員名簿 付 11-14 H25.10.1

14 水道管布設工事に伴う給水管取付替え同意書（表面） 付 11-15 R3．4．1

15 給水管取付替え現況図及び施工図（裏面） 付 11-16 

16 施工体制台帳 付 11-17 R3．4．1

17 下請負人に関する事項 付 11-18 R3．4．1

18 再下請負通知書 付 11-19 R3．4．1

19 作業員名簿 付 11-21 R3．4．1

20 施工体系図（工事作業所災害防止協議会） 付 11-23 R3．4．1

21 材料検査請求書 付 11-24 R3．4．1

22 材料承諾書 付 11-25 R3．4．1

23 支給品受領書 付 11-26 R3．4．1

24 貸与品借用（返納）書 付 11-27 R3．4．1

様式一覧表（工事期間中） 

番号 名    称 付録頁 改定日 

25 工事記録 付 11-28 R3．7．1

26 耐圧検査報告書 付 11-29 R3．4．1

27 現場代理人・主任技術者・監理技術者・下請負人変更届 付 11-30 R3．4．1

28 部分払検査請求書 付 11-31 R3．4．1

29 工期延長請求書 付 11-32 R3．4．1

30 休工届 付 11-33 R3．4．1

31 工事履行報告書 付 11-34 R3.11.30  



32 休日・夜間作業届（水道局用） 付 11-35 R4．4．1 

33 措置請求書 付 11-36 R3．4．1

34 措置決定通知書 付 11-37 R3．4．1

35 天災その他の不可抗力による損害の通知について 付 11-38 R3．4．1

36 被災内訳及び内容確認書 付 11-39 H30.4. 1

37 水道管の撤去作業に関するお知らせ（石綿排出等作業 レベル３建

材） 

付 11-40 R3．8．16 

38 水道管の撤去作業に関するお知らせ（石綿未使用） 付 11-41 R3．8．16 

様式一覧表（工事完成） 

番号 名    称 付録頁 改定日 

39 工事完成通知書 付 11-42 R3．4．1

40 布設延長及び付属器具取付状況表 付 11-43 R3．4．1

41 特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）完了説明書 付 11-44 R3．8．16

42 工事目的物引渡書 付 11-45 R3．4．1



付 11-1 

（さいたま市水道局建設工事等契約事務取扱要綱第 56 条関係）

着  手  届

１．工 事 名

２．工 事 場 所

３．工   期    令和   年   月   日 か ら

           令和   年   月   日 ま で

４．請負代金額   金               円

   （うち取引に係る消費税及び地方消費税の金額 金        円）

５．着手年月日

 上記工事を着手いたしましたからお届けいたします。

  令和  年  月  日

住所

氏名             

 （あて先） 発注者

受注者



（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 3条関係）

備考 １．工程管理曲線は、一般にバナナ曲線といわれており、上限管理限界と下限管理限界を示すものである。  

２．月数、工種数については工事内容に合わせ様式を変更してよい。

３．工事曲線は、一般に S 字カーブといわれている。 

工 事 名 住所

氏名

      計画工程……… 赤色（上段）   工程管理曲線……… 黄色

実施工程……… 青色（下段）   工 程 曲 線……… 計画赤色

実施青色

工事場所

工  期

請負代金額 金 円

NO 工 種 設計数量
一日平均
配置数量 実日数

工事費
構成比％

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

進捗率
100％

１ 90

２ 80

３ 70

４ 60

５ 50

６ 40

７ 30

８ 20

９ 10

0

工事工程表（計画）

凡例 

受注者 

付
1
1
-
2 



（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 3条関係）

工 事 名 住所

氏名

      変更工程……… 赤色（上段）   変更工程管理曲線……… 黄色

当初工程……… 青色（下段）   工 程 曲 線……… 変更赤色

当初青色

工事場所

工期
変更

当初

請負代金額 金 円

NO 工 種 設計数量
一日平均
配置数量 実日数

工事費
構成比％

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

進捗率
100％

１ 90

２ 80
３ 70

４ 60

５ 50

６ 40

７ 30

８ 20

９ 10

0
備考 １．工程管理曲線は、一般にバナナ曲線といわれており、上限管理限界と下限管理限界を示すものである。  

２．月数、工種数については工事内容に合わせ様式を変更してよい。

３．工事曲線は、一般に S 字カーブといわれている。 

付
1
1
-
3 

工事工程表（変更）

凡例 

受注者 



（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 3条関係）

工 事 名 住所

氏名

      計画工程……… 赤色（上段）   工程管理曲線……… 黄色

実施工程……… 青色（下段）   工 程 曲 線……… 計画赤色

実施青色

工事場所

工  期

請負代金額 金 円

NO 工 種 設計数量
一日平均
配置数量実日数

工事費
構成比％

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

 月
10 20

進捗率
100％

１ 90

２ 80
３ 70

４ 60

５ 50

６ 40

７ 30

８ 20

９ 10

0
備考 １．工程管理曲線は、一般にバナナ曲線といわれており、上限管理限界と下限管理限界を示すものである。  

２．月数、工種数については工事内容に合わせ様式を変更してよい。

３．工事曲線は、一般に S字カーブといわれている。 

工事工程表（実施）

凡例 

受注者 

付
1
1
-
4 



付 11-5 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第３条関係）

令和  年  月  日

（あて先） 発注者 

住所

氏名             

請 負 代 金 内 訳 書

工 事 名  

契約年月日  令和  年  月  日

工   期  令和  年  月  日 から 令和  年  月  日まで

工事種別 数 量 単 価 金  額 摘  要
単位

（注）共通仮設費については、内訳として運搬費、準備費、仮設費、事業損失防止施設費、安全費、役務費、技術管理費、営繕費があり、本工事で該当する項目全てについて記入するものとする。

法定福利費については、現場従業員及び現場労働者に関する健康保険、厚生年金保険及び雇用保険に係る法定福利費を請負工事費に対して内訳明示するものとする。

受注者



付 11-6 

別紙

 （書ききれない場合は別紙に記載）

工事種別 数 量 単 価 金  額 摘  要
単位



付 11-7 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 10条関係）

現 場 代 理 人 等 通 知 書

令和  年  月  日

（あて先） 発注者  

住所              

           氏名              

 下記の工事の現場代理人等を定めたので、さいたま市水道局建設工事請負契約基準

約款第１０条第１項の規定により経歴書を添えて通知します。

記

工  事  名

工 事 場 所

工     期
令 和    年    月    日 から

令 和    年    月    日 まで

請 負 代 金 額   金                  円

現 場 代 理 人

主 任 技 術 者

監 理 技 術 者

（特例監理技術者を含む）

監理技術者

資 格 者 証

受 付 番 号

第       号

監理技術者補佐

専 門 技 術 者

受注者 



付 11-8 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 10条関係）

経  歴  書

氏   名

生 年 月 日

最 終 学 歴

勤 務 先

入社年月日

資   格 資 格 番 号

工 事 歴

工  事  名 請負代金額 工 期 職 責

現在専任で担当

している公共工事

工  事  名 請負代金額 工 期 職 責

上記のとおり相違ありません。

  令和   年   月   日

                 氏 名               

注１ 主任技術者、監理技術者、監理技術者補佐及び専門技術者は、工事歴、現在専任で担

当している公共工事等に必要な事項を記入すること。

注２ 資格者証の写しを添付すること。

   （なお、監理技術者資格者証は、表裏複写すること。）

注３ 専任の監理技術者、監理技術者補佐又は主任技術者の配置にあたり、その恒常的な雇

用関係の確認を求められたときは、監理技術者資格者証や健康保険被保険者証の写し等

を提示すること。



付
1
1
‐

9 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第７条関係）

下 請 負 人 通 知 書
令和  年  月  日

（あて先） 発注者                              

                                          住所

                                            氏名
１ 工 事 名  
２ 工 事 場 所  
３ 請負代金額  金         円
４ 前 払 金  金         円
５ 工   期  令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日

 上記工事の一部を次のとおり下請させたので、さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第７条の規定により、通知します。

番
号

下請負部分の
工事内容・数量等

下請負者名
代表者氏名

許可番号
下請負者の
主任技術者

下請負代金
（うち前払金）円

下請代金の支払方法
前金払 部分払・中間前金払 完成払

住 所
電 話 番 号

許可業種 工 期
現 金 の
割合

手 形 の
期間

現 金 の
割合

手形の期
間

現 金 の
割合

手形の期
間

１
（       ）

％ 日 ％ 日 ％ 日

工事業

自 年 月 日

至 年 月 日

２
（       ）

％ 日 ％ 日 ％ 日

工事業

自 年 月 日

至 年 月 日

３
（       ）

％ 日 ％ 日 ％ 日

工事業

自 年 月 日

至 年 月 日

４
（       ）

％ 日 ％ 日 ％ 日

工事業

自 年 月 日

至 年 月 日

（注）１．下請契約書の写しを添付すること。
２．許可業種は、下請負者の有する許可のうち、当該下請工事に必要な業種のみを記載すること。
３．工事内容は、下請に付した工種を土工事、アスファルト舗装工事、鉄筋工事等の別に記入すること。
４．下請業者の主任技術者は、その経歴を添付すること。また、国家資格を有する場合には、その資格者証の写しを併せて添付すること。

受注者 



水道工事用

付 11-10 

     年  月  日 

石綿使用の有無に関する事前調査結果説明書 

大気汚染防止法第１８条の１５第１項 及び さいたま市生活環境の保全に関する条例第６１条第１項に基づく石綿使用の

有無に関する事前調査結果について以下のとおり説明します。 

工事場所 
さいたま市    区 

（工事名） 

撤去又は改造・補修着手予定年月日 年  月  日 撤去等工事の種類  撤去 ・ 改造又は補修 

撤去水道管の概要 

（口径・管種・延長・竣工年） 

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

（φ    ・     ・    ｍ・    年）  

事前調査を行った者 氏名                  所属 

事前調査を終了した年月日      年  月  日 

事前調査の方法 □書面 □目視 □分析 □その他（                     ） 

事前調査結果 

石綿含有建築材料

の使用の有無 

□石綿有又は石綿みなし有 

□石綿無 

詳細は別紙１（事前調査結果の記録）のとおり 

（別紙１は石綿含有建築材料の有無に関わらず添付すること） 

事前調査結果 

の掲示 

設置予定期間      年  月  日 ～     年  月  日（工事終了日） 

設置場所 

特定粉じん排出等作業

（石綿排出等作業）の概要 
別紙２（特定粉じん排出等作業計画書）のとおり

備考 １ 石綿含有建築材料の使用が無い場合、別紙２は不要。 

   ２ 撤去等工事中に新たな石綿含有建築材料を見つけた場合、再度説明すること。 

受注者からこの書面の説明を受けました。 発注者へこの書面の説明を行いました。 

年  月  日 年  月  日 

発注者 監督員氏名                 受注者 現場代理人氏名                

発注者 
住所 

氏名 様 

受注者 

住所 

氏名 

電話番号 



水道工事用

別紙１

調査期間 自 至

調査責任者
氏名

石綿の有無

調査期間 自 至

調査責任者
氏名

石綿の有無

調査の有無

調査機関名
又は法人名

調査責任者
氏名

工事概要

事前調査結果の記録

発注者氏名

発注者住所

書面調査

　□有　　　　□無　　　　□不明

その他必要事項記入欄

※記録すべき事項については、さいたま市生活環境の保全に関する条例施行規則第45条の4を確認
してください。

目視調査

　□有　　　　□無　　　　□不明

分析調査

　□有　　　　□無

付11-11



水道工事用

付 11-12 

別紙２ 

特定粉じん排出等作業計画書 

備考 １ 撤去等工事が特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）に該当する場合に作成すること。 

２ 特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）の対象となる水道管の配置図及び付近の状況、特定粉じん排出等作業

（石綿排出等作業）工程を明示した特定工事（石綿排出等工事）の工程の概要については、計画している作業方法

等がわかるものを添付すること。（作業工程を示す日程表、図面等） 

特定粉じん排出等作業の種類 

大気汚染防止法施行規則別表第７ 

４の項 建築物の解体等作業のうち、石綿含有成形板等を除去する作業（１から３

の項、事項を除く） 

特定粉じん排出等作業の実施の期間      年  月  日 ～     年  月  日 

特定粉じん排出等作業の対象となる 

水道管の石綿含有建築材料の種類 
石綿含有成形板（石綿セメント管） 

特定粉じん排出等作業の対象となる 

水道管の使用箇所、口径及び延長 

（             、φ    、   ｍ） 

（             、φ    、   ｍ） 

（             、φ    、   ｍ） 

（             、φ    、   ｍ） 

詳細は別紙１のとおり 

特定粉じん排出等作業の措置  □除去 □囲い込み □封じ込め □その他（            ） 

特定粉じん排出等作業の方法が法第 18 条の

19 各号に掲げる措置を当該各号に定める方

法により行うものでないときは、その理由 

特定粉じん排出等作業の対象となる水道管

の配置図及び付近の状況 
別紙  のとおり 

特定粉じん排出等作業の工程を明示した特

定工事の工程の概要 
別紙  のとおり 

作業の掲示 
設置予定期間     年  月  日 ～     年  月  日（工事終了日） 

設置場所  

特定工事の受注者の現場代理人の氏名及び

連絡先 

氏名 

電話番号 

下請負人が特定粉じん排出等作業を実施す

る場合の当該下請負人の現場代理人の氏名

及び連絡先 

氏名 

電話番号 

石綿の飛散防止対策の概要 

□立入禁止措置 □湿潤化 □集じん・排気装置の設置 

□保護具・保護衣の使用 □作業中の負圧確認 □敷地境界等での石綿の濃度測定 

□自動測定器による集じん・排気装置出口での測定 □作業場内の清掃 

□石綿含有建材の取り残しがないことの確認 □その他（           ） 

石綿作業主任者の氏名  



付 11-13 

石綿作業主任者選任届

令和  年  月  日 

（あて先） 発注者 

住 所 

氏 名             

下記工事の石綿作業主任者を選任したので、労働安全衛生法施行令に基づき、石綿

障害予防規則第１９条の規定により届出します。

記

工 事 名

工 事 場 所

工   期
令 和   年   月   日  か ら

令 和   年   月   日  ま で

請負代金額  金                  円

石綿作業主任者 技能講習修了証 第    号

＊「特定化学物質等作業主任者技能講習」又は「石綿作業主任者技能講習」修了証【写】を添

付すること。

受注者 
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石綿処分作業員名簿 

工事名：老第○○○○号布設替工事           受注者：（株）○○建設 

氏 名 生年月日 
住  所 

資  格 作業内容 
連絡先 

※石綿取扱い作業従事者特別教育修了証【写】を添付すること。 
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水道管布設工事に伴う給水管取付替え同意書 

この工事は、水道本管の布設（又は布設替）をすると共に、お客様所有（又は使用）の給

水引込管をステンレス鋼鋼管に交換することにより、漏水を防止し、安定給水の確保を図る

ことを目的に行うものです。つきましては、工事をはじめる前に、お客様宅地内の作業内容・

施工方法などを、下記確認事項についてお客様と協議し、ご確認をいただいた上で工事をす

すめますので、ご理解とご協力をお願い致します。 

確 認 事 項 

１ 宅地内掘削による既設管接続について（同意する・同意しない） 

＊ 同意が得られない場合は道路内接続とする。

以下、同意が得られた場合のみ記入する。 

２ 配管について 

(１)メーター移設  （ 有 ・ 無 ） 

(２)メーター増径  （ 有 ・ 無 ） 

・お客様負担について 増径工事 有の場合、下記費用はお客様負担となります。 

メーター増径による差額分担金     

メーター増径による給水装置改造手数料 

３ 宅地内掘削箇所の復旧について 

(１) 水道局負担による宅地内復旧 

（発生土砂・砂利・コンクリート・アスファルト） 

(２) お客様負担による宅地内復旧 

（タイル 石板 特殊品など） 

４ その他 

５ 給水管取付替え現況図及び施工図 ( 裏 面 )  

上記事項同意致しました。 

令和  年  月  日

（お客様） 水道番号

住  所 

氏  名

（受注者） 住  所 

氏  名 

調 査 員 

電話番号 

工 事 名   拡第○○○○号配水支管布設工事

連 絡 先   さいたま市水道局給水部○部水道建設課 

担当○○○ TEL ０４８－７１４－○○○○ 

      FAX ０４８－８３２－１３１０ 
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（裏 面） 

給水管取付替え現況図及び施工図 

〔 備  考 〕



年 月 日

［会社名・事業者ID］

［事業所名・現場ID］

施工体制台帳

許　可　番　号

　　年　　月　　日

許可（更新）年月日

工事業
大臣　特定

知事　一般

知事　一般

発 注 者 の
監 督 員 名

権限及び意見
申 出 方 法

下請契約

契 約
営 業 所

区 分

雇用保険

工 事 名 称
及 び
工 事 内 容

発 注 者 名
及 び
住 所

工 期

元請契約

厚生年金保険

加入　　未加入
適用除外

区分

監理技術者名
主任技術者名

専 門
技 術 者 名

監 督 員 名
権限及び意見
申 出 方 法

資 格 内 容

建 設 業 の
許 可

許　可　業　種

下請契約

名　　　　　　　　　称

自　　　　　　年　　　月　　　日

至　　　　　　年　　　月　　　日
契 約 日 年　　　月　　　日　

        第　　　　号

        第　　　　号

営業所の名称

厚生年金保険 雇用保険

資 格 内 容

専 門
技 術 者 名

権限及び意見
申 出 方 法

　　年　　月　　日工事業
大臣　特定

資 格 内 容

担 当
工 事 内 容

資 格 内 容

担 当
工 事 内 容

健康保険等
の加入状況

現 場
代 理 人 名

監理技術者補佐
名

事業所
整理記号等

健康保険

元請契約

健康保険
保険加入
の有無 加入　　未加入

適用除外
加入　　未加入

適用除外

住　　　　　　　　　所

一号特定技能外
国人の従事の
状況（有無）

有　　無
外国人建設就
労者の従事の
状況(有無)

有　　無 有　　無
外国人技能実
習生の従事の
状況(有無)

専　任
非専任

水道工事標準仕様書 1．1.14関係
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住 所

主任技術者名

専門技術者名

許　可　番　号 許可（更新）年月日

工事業

《下請負人に関する事項》

会 社 名 ・
事 業 者 ID

代 表 者 名

　　年　　月　　日
知事　一般

        第　　　　号工事業

工 事 名 称
及 び
工 事 内 容

工 期
自　　　　　　年　　　月　　　日

至　　　　　　年　　　月　　　日
契 約 日 年　　　月　　　日　

　　年　　月　　日
知事　一般

建 設 業 の
許 可

施工に必要な許可業種

大臣　特定

大臣　特定
        第　　　　号

加入　　未加入
適用除外

健康保険

事業所
整理記号等

資格内容

健康保険等
の加入状況

営業所の名称 雇用保険健康保険 厚生年金保険

厚生年金保険 雇用保険

加入　　未加入
適用除外

加入　　未加入
適用除外

現場代理人名

権限及び
意見申出方法

保険加入
の有無

専　任
非専任

安全衛生責任者名

安全衛生推進者名

雇用管理責任者名

資格内容

担当工事内容

一号特定技能外
国人の従事の
状況（有無）

有　　無
外国人建設就
労者の従事の
状況(有無)

有　　無
外国人技能実
習生の従事の
状況(有無)

有　　無
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年 月 日

権限及び
意見申出方法

安全衛生推進者名

事業所
整理記号等

健康保険

健康保険等
の加入状況

保険加入
の有無

健康保険

現 場 代 理 人 名

加入　　未加入
適用除外

加入　　未加入
適用除外

営業所の名称

会社名・
事業者ID

知事　一般

代表者名

　　年　　月　　日

許可（更新）年月日

注文者との
契 約 日

厚生年金保険 雇用保険

　　年　　月　　日

厚生年金保険 雇用保険

元請名称・
事 業 者 ID

《自社に関する事項》

大臣　特定

知事　一般

大臣　特定

工 事 名 称
及 び
工 事 内 容

工 期
自　　　　　　年　　　月　　　日

至　　　　　　年　　　月　　　日
年　　　月　　　日　

工事業

工事業

        第　　　　号

        第　　　　号

建 設 業 の
許 可

施工に必要な許可業種 許　可　番　号

再下請負通知書

直 近 上 位
注 文 者 名

【報告下請負業者】

住 所

監 督 員 名 安全衛生責任者名

雇用管理責任者名

外国人技能実
習生の従事の
状況(有無)

有　　無
一号特定技能外
国人の従事の状
況（有無）

外国人建設就
労者の従事の
状況(有無)

有　　無 有　　無

資 格 内 容 担当工事内容

権限及び
意見申出方法

専 門 技 術 者 名

主 任 技 術 者 名
専　任
非専任

資 格 内 容

加入　　未加入
適用除外

水道工事標準仕様書 1．1.14関係
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担当工事内容

加入　　未加入
適用除外

加入　　未加入
適用除外

事業所
整理記号等

健康保険 厚生年金保険

資格内容

現場代理人名

権限及び
意見申出方法

主任技術者名
専　任
非専任

専門技術者名

資格内容

安全衛生推進者名

外国人建設就
労者の従事の
状況(有無)

有　　無
外国人技能実
習生の従事の
状況(有無)

有　　無

《再下請負関係》
再下請負業者及び再下請負契約関係について次のとおり報告いたします。

会 社 名
・事業者ID

代 表 者 名

工事業

工 期
自　　　　　　年　　　月　　　日

至　　　　　　年　　　月　　　日
契 約 日 年　　　月　　　日　

　　年　　月　　日

　　年　　月　　日
知事　一般

一号特定技能外
国人の従事の状
況（有無）

有　　無

大臣　特定
        第　　　　号

住 所
電 話 番 号

工 事 名 称
及 び
工 事 内 容

許可（更新）年月日

安全衛生責任者名

雇用管理責任者名

雇用保険

健康保険等
の加入状況

保険加入
の有無

健康保険 厚生年金保険 雇用保険

加入　　未加入
適用除外

知事　一般

営業所の名称

建 設 業 の
許 可

施工に必要な許可業種 許　可　番　号

工事業
大臣　特定

        第　　　　号

水道工事標準仕様書 1．1.14関係
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一次会社名
・事業者ID

（　次)会社名
・事業者ID

年　月　日

歳

歳

年　月　日

職
種

※ 年金保険氏名

技能者ID

ふりがな 生年月日

年齢

年　月　日

健康保険

番
号

歳

歳

年　月　日

年　月　日

提出日　　　　　年　　　月　　　日

年　月　日

建設業退職金
共済制度

 本書面に記載した内容は、作業員
名簿として安全衛生管理や労働災
害発生時の緊急連絡・対応のため
に元請負業者に提示することにつ
いて、記載者本人は同意していま
す。

事業所の名称
・現場ID

所長名

雇入・職長
特別教育

技能講習 免　許

教　育・資　格・免　許

歳

年　月　日

歳

歳

年　月　日

歳

中小企業退職金
共済制度

年　月　日

作　　業　　員　　名　　簿
（　　年　　月　　日作成)

年　月　日

雇用保険

元請
確認欄

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

入場年月日

受入教育
実施年月日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

年　月　日

水道工事標準仕様書 1．1.14関係
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（注)１.※印欄には次の記号を入れる。 （注）３．各社別に作成するのが原則だが、リース機械等の運転者は一緒でもよい。
（注）４．資格・免許等の写しを添付することが望ましい。

 …現場代理人  …作業主任者（（注）2.)  …女性作業員

 …主任技術者  …職　長  …安全衛生責任者  …能力向上教育  …危険有害業務・再発防止教育

（注）１１．記載事項の一部について、別紙を用いて記載しても差し支えない。

（注）１０．建設工事に係る知識及び技術又は技能に関する資格（例：登録○○基幹
 技能者、○級○○施工管理技士）を有する場合は、「免許」欄に記載。

（注）９．安全衛生に関する教育の内容（例：雇入時教育、職長教育、建設用リフト
 の運転の業務に係る特別教育）については「雇入・職長特別教育」欄に記載。

（注）８．建設業退職金共済制度及び中小企業退職金共済制度への加入の有無につい
 ては、それぞれの欄に「有」又は「無」と記載。

（注）７．雇用保険欄には右欄に被保険者番号の下４けたを記載。（日雇労働被保
 険者の場合には左欄に「日雇保険」と記載）事業主である等により雇用保険の適用
 除外である場合には左欄に「適用除外」と記載。

（注）６．年金保険欄には、左欄に年金保険の名称（厚生年金、国民年金）を記載。
　各年金の受給者である場合は、左欄に「受給者」と記載。

       …18歳未満の作業員

 …外国人技能実習生  …外国人建設就労者 …１号特定技能外国人

（注）２.作業主任者は作業を直接指揮する義務を負うので、同時に施工されている他の現場や、同一現場においても
  他の作業個所との作業主任者を兼務することは、法的に認められていないので、複数の選任としなければならない。

（注）５．健康保険欄には、左欄に健康保険の名称（健康保険組合、協会けんぽ、
 建設国保、国民健康保険）を記載。上記の保険に加入しておらず、後期高齢者で
 ある等により、国民健康保険の適用除外である場合には、左欄に「適用除外」と記
 載。

現 作 女

主 職 安 能

習 就 １特

未

再
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一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定

担 当 工 事 内 容

元 方 安 全 衛 生 管 理 者 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

担 当 工 事 内 容

統 括 安 全 衛 生 責 任 者

一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定

有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定

有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定 一般 / 特定

有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無 有　　　・　　　無

年 月 日 ～ 年 月 日 　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

専 門 技 術 者

担当工事
内　　　容

担当工事
内　　　容

担当工事
内　　　容

担当工事
内　　　容

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日 　工期 年 月 日 ～ 年 月 日 　工期

主 任 技 術 者

特定専門工
事の該当

特定専門工
事の該当

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

一般 / 特定の別

工

事

特定専門工
事の該当

一 般 / 特 定 の 別

特定専門工
事の該当

　工期

専 門 技 術 者

工

事

会社名・事業者
ID

工

事

会社名 ・事業者 ID

工

事

会社名 ・事業者 ID

特定専門工
事の該当

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

特定専門工
事の該当

代 表 者 名 代 表 者 名 代 表 者 名

許 可 番 号 許 可 番 号

工

事

特定専門工
事の該当

工

事

主 任 技 術 者

年 月 日 ～ 年 月 日

許 可 番 号

一般 / 特定の別

安全衛生責任者

担当工事
内　　　容

専 門 技 術 者

会社名・事業者
ID

代 表 者 名

会社名 ・事業者 ID

担当工事
内　　　容

安 全 衛 生 責 任 者

主 任 技 術 者

担当工事
内　　　容

　工期

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

担当工事
内　　　容

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

特定専門工
事の該当

専 門 技 術 者

担当工事
内　　　容

施工体系図

安全衛生責任者

工期

工

事

専 門 技 術 者

　自　　　　　　　年　    　　 　　月　　  　  　 　日

　至　　　　　　　年　     　　　　月　　　　 　    日

担当工事
内　　　容

会社名 ・事業者 ID

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

特定専門工
事の該当

専 門 技 術 者

担当工事
内　　　容

工

事

特定専門工
事の該当

年 月 日 ～ 年 月 日

副    会    長

発 注 者 名

工 事 名 称

元 請 名 ・ 事 業 者 ID

監 督 員 名

監 理 技 術 者 名
主 任 技 術 者 名

会          長

監理技術者補佐名

専 門 技 術 者 名

専 門 技 術 者 名

会社名・事業者
ID

工

事

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

主 任 技 術 者

　工期

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

工

事

特定専門工
事の該当

専 門 技 術 者

担当工事
内　　　容

工

事

代 表 者 名

許 可 番 号

一般 / 特定の別

会社名・事業者
ID

代 表 者 名

許 可 番 号

一般 / 特定の別

特定専門工
事の該当

許 可 番 号

安 全 衛 生 責 任 者

専 門 技 術 者

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

工

事

特定専門工
事の該当

代 表 者 名

許 可 番 号

専 門 技 術 者

安 全 衛 生 責 任 者

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

会社名 ・事業者 ID

代 表 者 名

許 可 番 号

一 般 / 特 定 の 別

安 全 衛 生 責 任 者

工

事

会社名 ・事業者 ID

代 表 者 名

一 般 / 特 定 の 別

代 表 者 名

許 可 番 号

一 般 / 特 定 の 別

安 全 衛 生 責 任 者

会社名 ・事業者 ID

代 表 者 名

許 可 番 号

一 般 / 特 定 の 別

安 全 衛 生 責 任 者

年 月 日 ～ 年 月 日

一 般 / 特 定 の 別

安 全 衛 生 責 任 者

主 任 技 術 者

代 表 者 名

許 可 番 号

一 般 / 特 定 の 別

安 全 衛 生 責 任 者

専 門 技 術 者

担当工事
内　　　容

会社名 ・事業者 ID

代 表 者 名

主 任 技 術 者

会社名 ・事業者 ID

代 表 者 名

許 可 番 号

一 般 / 特 定 の 別

特定専門工
事の該当

専 門 技 術 者

担当工事
内　　　容

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

担当工事
内　　　容

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

特定専門工
事の該当

一 般 / 特 定 の 別

安 全 衛 生 責 任 者

安 全 衛 生 責 任 者

主 任 技 術 者

会社名 ・事業者 ID

代 表 者 名

許 可 番 号

一 般 / 特 定 の 別

担当工事
内　　　容

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

工

事

許 可 番 号

会社名 ・事業者 ID

代 表 者 名

許 可 番 号

一 般 / 特 定 の 別

安 全 衛 生 責 任 者

専 門 技 術 者

主 任 技 術 者

主 任 技 術 者

　工期

一 般 / 特 定 の 別

主 任 技 術 者

工

事

主 任 技 術 者

特定専門工
事の該当

工

事

会社名 ・事業者 ID

　工期 年 月 日 ～ 年 月 日

許 可 番 号

安 全 衛 生 責 任 者

年 月 日 ～ 年 月 日

水道工事標準仕様書 1．1.14関係

付11-23

付
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付 11-24 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 13条関係） 

材料検査請求書

令和  年  月  日

（あて先） 発注者

受 注 者 名

           現場代理人              

工 事 名

工事場所

下記工事材料については、さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第１３条第

２項の規定により検査を請求します。

記

資 材 名 摘 要 単位 搬 入 数 量 合 格 数 量 備  考

上記の資材は検査の結果合格したことを認めます。

  令和  年  月  日

                  監督員            



付 11-25 

（さいたま市水道局建設工事監督要領第 12条関係様式）

材 料 承 諾 書

       年  月  日

（あて先） 発注者

                  住所

氏名 

工 事 名 

工 事 場 所 

工 期        年  月  日 ～     年  月  日 

請負代金額    金           円 

 下記に記載する工事材料について承諾願いたく別紙を添えて申請します。 

番号 使用材料・規格 製 造 会 社 名 
市   内 

備   考 
本社 工場 

 申請材料については承諾します。 

  年  月  日 

            監督員 職    氏名           

注１） 受注者は申請材料の品質（製品）証明等の検査記録を添付する。

注２） 「市内」欄は、本社又は工場所在地が市内の場合それぞれ○を記入する。 

注３） 「備考」欄は、公的機関の証明材料（製品）の場合「公的証明」を記入する。 

受注者 



付 11-26 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 15条関係） 

支 給 品 受 領 書

  年  月  日

（あて先） 発注者

                   住所

               受注者

                   氏名               

下記に記載した物品を受領しましたので、さいたま市水道局建設工事請負契 
約基準約款第１５条第３項の規定に基づき提出します。 

記 

工 事 名

工 事 場 所

工 期 自     年  月  日 ～ 至     年  月  日 

品 目 規 格 単 位 数 量 備 考



付 11-27 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 15条関係） 

貸 与 品 借 用（ 返 納 ）書

  年  月  日

（あて先） 発注者

住所

受注者

氏名               

下記に記載した物品を借用・返納したので、さいたま市水道局建設工事請負 
契約基準約款第１５条第３項・第９項の規定に基づき、提出します。 

記 

工 事 名

工事場所

工 期 自     年  月  日 ～ 至     年  月  日 

品 目 規 格 単位 数量 貸与期間 受領場所 返納場所 貸与条件



付 11-28 

（さいたま市水道局建設工事監督要領第 13条関係）

担 当 係 長 課長補佐 副参事 課 長 次 長 副理事 部 長 局 長 

工 事 記 録 
  年  月  日

工 事 名  

工 事 場 所 さいたま市 

工   期   年  月  日 ～     年  月  日 

受 注 者  

現 場 代 理 人 

主 任 技 術 者 

監 理 技 術 者 

監理技術者補佐 

協

議

報

告

承

諾

提

示

（

）
事

項

指

示

提

出

通

知

□ 監督員→現場代理人 
□ 現場代理人→監督員

概算 増額・減額 円

協

議

報

告

承

諾

提

示

（

）
事

項

指

示

提

出

通

知

□ 監督員→現場代理人 
□ 現場代理人→監督員 

概算 増額・減額 円

確   認 

監    督    員 現場代理人・主任技術者・監理技術者・監理技術者補佐

※ ※

※確認欄の監督員及び現場代理人等が手書きしない場合は記名押印してください。



付 11-29 

耐 圧 検 査 報 告 書

令和  年  月  日

（あて先） 発注者 

                    住 所

氏 名             

下記のとおり耐圧検査を行いましたので報告いたします。

記

１． 工 事 名

２． 工 事 場 所

３． 検査年月日

４． 検査結果表

№ 管種
口径
ｍｍ

延長
ｍ

ﾃｽﾄ開始
MPa 

ﾃｽﾄ終了
MPa 

差

MPa 

１

２

３

４

５．添付書類 水道管管理図(マッピング図)(耐圧範囲を概略で表示すること)及び検測写真

  ＊原則として 0.75MPa の圧力をかけて５分間保持すること。

受注者 



付 11-30 

令和  年  月  日

現 場 代 理 人

主 任 技 術 者

監 理 技 術 者

下 請 負 人

（あて先）発注者 

                      住所

                      氏名 

下記工事について、次のとおり変更したいのでお届け致します。

記

１． 工  事  名  

２． 工 事 場 所                            

３． 工     期  令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日

４． 変 更 内 容  新：

旧：

５． 変 更 理 由                            

６． 添 付 書 類  現場代理人等通知書       １部

            下請負人通知書           １部

            経歴書（国家資格者証の写し）    １部

            下請契約書又は請書の写し      １部

変更届 

受注者 



付 11-31 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 38条関係）

部 分 払 検 査 請 求 書

令和  年  月  日

（あて先） 発注者

住所              

           氏名              

 下記工事の部分払検査をさいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第３８条第

２項の規定により検査を請求します。

記

工  事  名

工 事 場 所

工     期
令 和    年    月    日 から

令 和    年    月    日 まで

請 負 代 金 額 金                     円

契約書記載の

部分払の回数

今回請求回数    第         回

受注者 



付 11-32 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 22条関係）

工 期 延 長 請 求 書

令和  年  月  日

（あて先） 発注者

住所              

           氏名              

 下記工事についてさいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第２２条第１項の

規定により工期の延長を請求します。

記

工  事  名

工 事 場 所

工     期
令 和    年    月    日 から

令 和    年    月    日 まで

請 負 代 金 額   金                  円

延 長 の 理 由

延 長 の 日 数

及 び 期 限
      日間  令和  年  月  日 ま で

受注者 



付 11-33 

（さいたま市水道局建設工事監督要領第 35条関係）

休 工 届

年  月  日

（あて先） 発注者

                  住所

氏名 

標記について、下記の通り休工としますので、さいたま市水道局工事監督要領第
35 条の規定に基づき、届け出ます。 

記 

工 事 名

工 事 場 所

工 期 自     年  月  日 ～ 至     年  月  日 

休 工 期 間    年  月  日 ～       年  月  日

緊急時の連絡先

氏 名 連 絡 先

第 １ 連 絡 者

第 ２ 連 絡 者

第 ３ 連 絡 者

備 考

受注者 



付 11-34 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 11条関係） 

工 事 履 行 報 告 書

工 事 名                    工事 

工 事 場 所  

受 注 者 名  

工 期    年  月  日 ～      年  月  日 

請 負 代 金 額 円（※変更があった場合は変更後） 

既 払 金 額

       円（請負代金額に占める率  ％） 

内訳（前 払 金     円,      年  月  日） 

  （中間前払金     円,      年  月  日） 

  （部 分 払 金     円,      年  月  日） 

報 告 日 付    年  月  日現在 

月 別
予 定 工 程 ％

(  )は工程変更後

実 施 工 程 ％ 

( )は予定工程との差 
備 考

 年  月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

月  差（  ）  

（記載欄） 

（注）１報告は、月報を標準とする。

   ２予定工程は、初回報告時に完成までの

予定出来高累計を記入する。

   ３実施工程は、当該報告月までの

    出来高累計を記入する。



付 11-35 

（水道工事標準仕様書 1.4.6 関係） 

休 日 ・ 夜 間 作 業 届

  年  月  日

（あて先） 発 注 者

住所              

氏名              

下記のとおり、休日・夜間作業を行いますので、水道工事標準仕様書１．４．
６の規定に基づき、届け出ます。 

記 

工 事 名

工 事 場 所

工 期    年   月   日 ～    年   月   日

作 業 年 月 日

作 業 時 間

作業実施理由

作 業 内 容

作 業 責 任 者

緊急時の連絡先

受 注 者



付 11-36 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 12条関係） 

措 置 請 求 書

 年  月  日

（あて先） 受 注 者

     （発 注 者）

                 発 注 者              

               （受 注 者）                   

下記の工事について、当該工事の工事関係者が、その職務の執行に著しく不適
当と認められるので、さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第１２条の規
定に基づき、下記のとおり必要な措置を執るように請求します。 

記 

工 事 名

工 事 場 所

工 期 自    年  月  日 ～ 至    年  月  日 

措置請求内容

措置請求の理由



付 11-37 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 12条関係） 

措 置 決 定 通 知 書

  年  月  日

（あて先） 発 注 者

     （受 注 者）

                 受 注 者             

                （発 注 者）             

    年  月  日付けで措置請求のあった事項について、さいたま市水道
局建設工事請負契約基準約款第１２条の規定に基づき、下記の通り措置をとる
ことに決定したので通知します。 

記 

工 事 名

工 事 場 所

工 期 自    年  月  日 ～ 至    年  月  日 

措置請求内容

措置決定事項



付 11-38 

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 30条関係） 

天災その他の不可抗力による損害の通知について

年  月  日

（あて先） 発 注 者

                   住所

             受 注 者

                   氏名               

下記の工事について、天災、その他不可抗力により損害を生じたので、 
さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 30 条第１項の規定に基づき 
通知します。 

記

工 事 名

工 事 場 所

工 期
自         年     月     日 

至         年     月     日 

天 然 現 象

被 災 状 況 別紙内訳及び写真 

受注者のとった措置

（注） 1. 監督職員に提出 
    2. 天然現象は、降雨（24 時間雨量、1時間雨量）、強風、地震、津波、 

高潮及び豪雪に起因するものを記載する。 
    3. 被災状況に用いる別紙内訳書には、被災内訳及び内容確認書を 

使用する。 



（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 30条関係） 

被 災 内 訳 及 び 内 容 確 認 書 

被 災 内 訳 及 び 内 容 確 認 

費 目 工 種 種 別 細 別 規 格 単位

被 災 額

確認 数量※ 摘 要
数 量 単 位 金 額

 （注）※の欄は発注者が記入する。 

付
1
1
-
3
9 



水道工事用 

水道管の撤去作業に関するお知らせ（石綿排出等作業 レベル３建材）

大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、さいたま市生活環境の保全に関する条例等に基づき、石綿含有建築材料の使用の有無について調査を行っ

た結果、当現場では石綿が使用されていましたので、以下のとおり石綿排出等作業についてお知らせします。 

工 事 名  

工事場所  

事前調査終了年月日      年   月   日 
工 期 年  月  日 ～    年  月  日 

石綿排出等作業期間     年  月  日 ～    年  月  日 

事前調査方法 

□書面調査（主な書面の名称：設計図書及び竣工図） 

□現場での目視調査 

□分析調査                             

□その他（                            ）

事前調査結果の概要（使用箇所、口径、管種、延長、石綿含有とみなす場合は「みなし」と記載する）

・地下埋設水道管、φ   、   、   ｍ 

・地下埋設水道管、φ   、   、   ｍ 

・地下埋設水道管、φ   、   、   ｍ 

・地下埋設水道管、φ   、   、   ｍ 

石綿排出等作業の方法 

石綿含有成形板 

（石綿セメント管） 

□原則切断等せず原形のまま取り外す  □除去後、切断又は破砕しない  □湿潤化  □隔離養生 

□[石綿を含む水を外部に排出する場合]あらかじめ排水中の石綿を分離する処理 

□その他（                                                        ） 

石綿のばく露防止措置及び飛散防止対策の概要 

□関係者以外の立入禁止  □保護具・保護衣の使用  □作業場内の清掃  □石綿含有建材の取り残しがないことの確認   

□その他（                                                                  ）

石綿作業主任者の氏名  その他必要な事項 

発注者

受注者 

代表者氏名  

住所及び連絡先 
TEL 

現場代理人氏名及び連絡先 
TEL 

付
11
-
4
0 



水道工事用 

※注意事項 本掲示は工事が完了するまで掲示すること。

水道管の撤去作業に関するお知らせ（石綿未使用）

大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、さいたま市生活環境の保全に関する条例等に基づき、石綿含有建築材料の使用の有

無について調査を行った結果、当現場では石綿は使用されていませんでしたので、以下のとおりお知らせします。 

工 事 名  

工事場所  

事前調査終了年月日 年  月  日 工 期     年  月  日 ～    年  月  日 

事前調査方法 

□書面調査（主な書面の名称：                  ）

□現場での目視調査 

□分析調査 

□その他（                           ）

事前調査結果の概要 

石綿は使用されていませんでした。（特定工事に該当しません） 

発注者  
その他必要な事項 

受注者 

代表者氏名  

住所及び連絡先 
TEL 

現場代理人氏名及び連絡先
TEL 

付
11
-4
1 



付 11-42

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 32条関係）

工 事 完 成 通 知 書

年  月  日

（あて先） 発 注 者

住所               

           氏名               

  下記工事が  年  月  日完成したので、さいたま市水道局建設工事請負

契約基準約款第 32 条第１項の規定により通知します。

記

工  事  名

工 事 場 所

工     期
       年    月    日 から

       年    月    日 まで

請 負 代 金 額

（注）１.さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 39条に基づく完成通知を行う場合も、 
     本様式を準用することができる。 

   ２.さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 39条に基づく場合、請負代金額と部分

引渡しに係る請負代金額を併記すること。

受 注 者



付 11-43

布設延長及び附属器具取付状況表

令 和    年    月    日 

 （あて先） 発注者 

住所                

氏名              

１ 工 事 名                            

２ 契約番号                            

３ 工事場所 さいたま市    区                 

４ 工  期 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日  

５ 布設工事 延長及び附属器具取付状況 

口径 

(φ) 

管種 布設延長

(ｍ) 

給水管取付替  仕切弁 排水弁 消火栓 排水栓 空気弁 

件数 対象戸数 新設 撤去 新設 撤去 新設 撤去 新設 撤去 新設 撤去 

計

６ 撤去延長（取出し工事部分の撤去延長は除く） 

口径(φ) 管 種 撤去延長(ｍ) 口径(φ) 管 種 撤去延長(ｍ) 口径(φ) 管 種 撤去延長(ｍ)

７ 取出工事 延長及び附属器具取付状況 

口径 

(φ) 

管種 布設延長

(ｍ) 

給水管取付替  仕切弁 排水弁 消火栓 排水栓 空気弁 

件数 対象戸数 新設 撤去 新設 撤去 新設 撤去 新設 撤去 新設 撤去 

計

８ 特殊工事（布設工事以外の工事） 

内容・工種 種別 数量 単位 備考 

※ ２件以上の合併工事は、各工事毎に本表を作成し、提出すること。

<事務担当者記入欄> 

着 手 日 令和    年    月    日 竣 工 日 令和    年    月    日 

検 査 日 令和    年    月    日 再 検 査 日 令和    年    月    日 

支払回議額 円 内消費税額 円 

建 設 工 事 用

受注者



水道工事用

付 11-44

     年  月  日 

特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）完了説明書 

特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）について完了したので、大気汚染防止法第１８条の２３第１項 及び さいたま

市生活環境の保全に関する条例第６７条第２項の規定に基づき、以下のとおり説明します。 

工事場所 
さいたま市    区 

（工事名） 

特定粉じん排出等作業を行った者 

受注者 ・ 下請負人 

（下請負人が行った場合） 

住所 

氏名（法人名） 

代表者氏名 

特定粉じん排出等作業の実施の期間     年  月  日 ～     年  月  日（完了年月日） 

石綿含有建築材料の種類 石綿含有成形板（石綿セメント管） 

石綿含有建築材料の使用箇所 地下埋設水道管 

石綿含有建築材料の口径及び延長 

（φ   、   ｍ） 

（φ   、   ｍ） 

（φ   、   ｍ） 

（φ   、   ｍ） 

特定粉じん排出等作業における措置 除去 ・ 囲い込み ・ 封じ込め ・ その他（              ） 

石
綿
含
有
建
築
材
料
の
取
り

残
し
が
な
い
こ
と
等
の
確
認

確認年月日 

※複数日の場合は期間 
     年  月  日 （ ～     年  月  日） 

確認者 氏名                所属 

確認者が必要な知識を有

することを明らかにする

事項 

・石綿作業主任者 

・特定化学物質等作業主任者（平成18年 3月 31日以前の資格取得者のみ） 

講習実施機関の名称 

申し送り事項 

※異常時の対応及び計画と異なる対

応を行った場合は記入する 

受注者からこの書面の説明を受けました。 発注者へこの書面の説明を行いました。 

年  月  日 年  月  日 

発注者 監督員氏名                 受注者 現場代理人氏名                 

添付書類 作業計画に基づく作業実施状況の記録（写真等） 

発注者 
住所 

氏名 様 

受注者 

住所 

氏名 

電話番号 



付 11-45

（さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 32条関係） 

工 事 目 的 物 引 渡 書

 年  月  日

（あて先） 発 注 者

住所              

           氏名              

  下記工事は、さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 32 条第２項の 

規定による検査に合格したので、同条第４項の規定により引渡します。 

記

工  事  名

工 事 場 所

工     期
       年    月    日 から

       年    月    日 まで

請 負 代 金 額

（注）１.さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 39条に基づく工事目的物引渡しを
行う場合も、本様式を準用することができる。

２.さいたま市水道局建設工事請負契約基準約款第 39条に基づく場合、請負代金額と
部分引渡しに係る請負代金額を併記すること。

受 注 者


